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　梅荘は、塩田王として有名な野﨑武左衛門の孫である武吉郎が、日露戦争に勝った記念に建

てた別荘です。当初は野﨑家の海水浴用の休憩所として計画されました。本館を中心に北側に

別館、西側に離れ、東側に女中部屋及び台所、北東側に蔵が配置されています。別館は明治初期

頃の建物を移築したものと伝えられていますが、その他は明治40（1907）年にできたと考えら

れます。 

　京都から大工を呼び、煎茶に通じた文人画家であり築庭家であった久我小年が監督し2年余

りをかけて完成したといわれています。庭に梅の木が多くあったことから「梅荘」と呼ばれまし

た。現在は所有者が変わり、本館は飲食店として利用されています。 

　　ばい そう　　　　えん　でん おう　　　　　　　　　　           　　　   の   ざき  ぶ　　ざ　 え　もん　　　　　　　　　　　　　 ぶ　きち　ろう      　　　にち　ろ　せん そう
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                 　　　　　　　　　　はな　　　　　　　　　　       じょちゅう 　べ　 や    およ   　　　　　                        　　　　                くら                                                       　　　                    　　　　　　　　　   　    めい　じ　

ごろ　　　　　　　　　　　い　ちく　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     　　　　　   　　　　　　　　　　　　　  よ  　　  　   せん　ちゃ　　　　　　　　　　  ぶん  じん　が　  か                     　　　   ちく   てい　か　　　　　　　　　　　 く　  が　しょうねん  　　  かん  とく

　　　  げん  ざい

  くら　しき　し　   こ　じま　かよ　 う

  めい　じ       じ    だい

こ　じん

・ 倉敷市児島通生

・ 明治時代

へい   せい

・ 平成27（2015）年
   3月26日

・ 個人

けん がく か

見学可

梅荘本館ほか四棟
ばいそうほんかんほかよんとう


